日本倫理学会　大会自由課題発表・『倫理学年報』公募　応募用テンプレート

　　　題目

　本文…これはテンプレートです
。
　いろはにほへとちりぬるをわかよたれそつねならむうゐのおくやまけふこえてあさきゆめみしゑひもせすん
。

　色は匂へど散りぬるを、我が世誰そ常ならむ、有為の奥山今日越えて、浅き夢見じ酔ひもせず
。
　註

� Wordの脚注挿入機能を用いると、行間隔が詰まり、体裁が四〇字×三〇行から崩れてしまいます。脚注挿入機能を使用しないのが最も簡単な対策ですが、仮にこの機能を使用する場合には、たとえば以下の手順で行間隔の調整を行うことができます。


�【Word 2007以降】本文上にカーソルが置かれた状態で、「レイアウト」タブを選択し、「テキストのレイアウト」コーナーの中の「文章」を選択して、「文字数と行数」タブの中の「行数」のコーナーを見て、「行送り」のポイント数を確認します。（このテンプレートでは21.9 ptになっています。）そのうえで、調整したい脚注上にカーソルを置いて右クリックし、「段落」の項目を開きます。それから「インデントと行間隔」タブを選択し、「間隔」コーナーの「行間」を固定値にし、「間隔」を先ほど確認した「行送り」のポイント数と同じにします。（このテンプレートでは、21.9 ptにします。）


�【Word 2003以前】本文上にカーソルが置かれた状態で、「ファイル」タブから「ページ設定」を開き、「文字数と行数」タブの「行数」のコーナーを見て、「行送り」のポイント数を確認します。（このテンプレートでは21.9 ptになっています。）そのうえで、調整したい脚注上にカーソルを置いて右クリックし、「段落」の項目を開きます。それから「インデントと行間隔」タブを選択し、「間隔」コーナーの「行間」を固定値にし、「間隔」を先ほど確認した「行送り」のポイント数と同じにします。（このテンプレートでは、21.9 ptにします。）





